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Ｉ目的

東京都と神奈川県境を流下し東京湾にそそぐ多摩)||は、従来アユの)||として親しまれていたか、

東京湾及び下流部の環境悪化により椎アユ遡上か見られたくなり、毎年２００万尾余りの椎アユの

放流によって対応を計ってきた。

ところが近年水質か回復するに伴い、多摩川何口への稚アユの回遊が年々増加する傾向か見られ

るようになった。

そこで、アユ資源の拡大再生産を促進するため、多摩川下流部における効果的な魚道の設置を図

るための基礎資料を得ることを目的として､昭和５７年度の調布取水所防潮堰魚道調査に引き続き本

調査を実施した。

Ｑ

守

Ⅱ位置及び調査場所

二ケ領宿河原堰堤に付設されている魚道､堰は､河口より２２．５Km、調布取水所防潮堰の上流約９

K､の地点にあり、狛江市地先よりノⅡ崎市宿河原地先に対し設置されている。

Ⅲ調査実施機関及び担当者

東京都水産試験場技術管理部

主査

同
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主事

東京都労働経済局農林水産部水産課

主事

（協力）

神奈川県淡水魚増殖試験場

増殖第二科長

技師

日本大学農獣医学部水産学科

学生

同

川崎市多摩区役所多摩土木事務所

山峯達（調整）

川名俊雄（同）
●

総括）
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調査、とりまとめ）

長谷川浩三

三木誠

長沼広

(企画、

（同、

（同、

守

岩田哲（調整）

小林良雄（調査）

山本正一（同）

土屋二郎（調査）

吉野浩（同）
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調査項目及び方法

1．堰の概要

１）取水堰堤の概要

設置年月日、設置の目的、構造を川崎市多摩区役所多摩土木事務所及び東京都労働経済局農

林水産部農地課の資料により調査した。

２）魚道の構造

魚道の位置、様式、勾配、段数、プールの規格及び潜孔・プール内阻柱の有無、魚道の総延

長を既存資料及び現場実測により調査した。

３）魚道の流速

堰板を越えるときの流速及びブール内の流速は、昭和５８年８月６日の遡上状況調査時と、

１０月２１日の降下状況調査時にＣＭ－Ⅱ型流向流速計で測定した。また８月６日に魚道付近

の流速、水深を頂l淀した。

2．魚類の遡上及び降下状況

１）遡上状況調査

昭和５８年８月６日１２：００に図１に示した採捕網を図２のように魚道最上段、堰板切り

欠き部に設置し４時間毎に取り上げ、２４時間の連続観測を行ない、遡上尾数、種類を調査し

た。なお魚道最上段から三段目堰板付近までは側壁を越水しており、魚類が魚道のわきから迷

入するのを防ぐためコンクリートブロックを並設した。

Ⅳ

０

2．

■

守下！Ｓｃ

羅雲；iii瀞ii1

／
‐
ｒ
、

'

ｌ
ｑｌ

ｉｉ瀞iＨｉｉ

～

～．、＝

1'''1Q11,1,,M’ Ｉ鴎:,漁ン
－－Ｌ型絵粋
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図２遡上状況調査採捕網設置方法

玄た１４：００からはアユの遡上状況及び遡上に要する時間を調査するため、イケスに入れ

約１時間ほど川に鬮||致させた神奈川県淡水魚増殖試験場養成の人工種苗アユ１４０尾を魚道最

下段に放流した。なお放流時から１６：３０まで降下止めとして魚道口下部に図４のように図

３の網を設置して放流直後の降下についても調査した。

採捕網取り上げ時には、気温・ＤＯ・ＰＨ・水温・透視度を測定した。
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図３降下止め及び降下状況調査採捕網
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２）降下状況調査

調査は昭和５８年１０月２１日１０：３０に図３に示した採捕網を魚道直下に降下止めと同

じ方法で設置し、４時間後１４：３０に取り上げ降下尾数.種類を調査した。

調査開始時及び終了時に水温。ＰＨを測定した。

3．主たる遡河魚類名及び生息魚類相

アユ及びその他の生息魚類相について東京都水産試験場か投網及び地曵網を使い実施した内水

面生息環境調査結果によった。
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図４降下止め及び降下状況調査採捕網設置方法

■

ｖ調査結果

１．堰の概要

１）取水堰堤の概要

堰堤の概要を図５に示した。

二ケ領用水堰は、およそ４００年前慶長２年より川崎市の灌概用水として利用されてきてお

り、近年まで蛇カゴ及び木工沈床であった。昭和に入り上流部での引水の増加と河床の低下に

より取水が困難となり、加えて昭和１１年、多摩川最上流部の小河内貯水池建設計画が出され

たのを契機にコンクリート堰堤を建設することになり、昭和２４年６月に竣工した。更に昭和

４９年９月の狛江水害後、堤高を９０ｃｍ低くする改修工事か左されている。

堰堤はコンクリート造り雛段式重力直線堤で左岸より透過固定堰、魚道、スリソプウェイ式

船通し、スルースゲート式の放水門５門さらに固定堰かある。

取水口は自然流入式で川崎市側に開いている。

－４－
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堰高は左岸より船通しまでは２７ｍ、それより右岸側は３．６ｍである。固定堰は４段の雛段

式で、段差は３段目が９０cm、他は３０c〃である。また堰`体下流部には以前コンクリートブロ

ック､蛇カゴが敷設されていたが、度重さなる増水で洗掘、分散し、堰体前面は最大０．８ｍ、最

小０．４ｍの段差となっている。

2）魚道の構造

魚道の構造を図６に示した。

魚道は階段式であり、堰の中央部川崎市寄りに直線状に延長している。魚道の全長２７．２ｍ、

幅員４０ｍ、勾配苑で階段数は９段である。隔壁はコンクリート固定壁で、隔壁間距離２５ｍ、

隔壁高差は第１、第２段にはなく、第３段目以下0.4ｍで、交互に深さ０３，，幅２０ｍの切

り欠きがある。潜孔はない。各プール内に阻柱はなく、魚道敷は一様である。また、魚道口下

には４×６．２ｍ、深さ０．４ｍの魚留りがある。

－６－
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3）魚道Ｄ流速

昭和５８年８月６日及び１０月２１日に測定した魚道内流速と越流水深を図７に示した。こ

のときの本流流量は越流水深と流速の実測値よりそれぞれ２３８ｔ／bec、４２５ｔ／§ｅｃと推定さ

れた。
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魚道内は切り欠き部よりほとんどの流下水か流れ落ちており、８月６日の越流水深は１７～

２７c〃であった。越流速は３ｍ／secを越すところか多く、最上段部を除き、みな２ｍ／sec以上

であった。

調査地点付近の生,息魚類はアユをはじめとして、コイ・フナ類・モツゴ・オイカワ・ウグイ

等２９種であり、そのうち上流部のみで確認されたものはハクレン１種、また下流部のみで確

類されたものは、ヤリタナゴ・カムルチー・ウキゴリ・カダヤン・チチプ・マハゼの６種であ
昂

つた。

冊ｌＩｌＥ
リ

iJL
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鑑
↑

図８魚道の流速（ｍ／sec）と水深（☆Ｃ加）
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表１昭和５８年多摩川二ケ領宿河原堰魚道効果調査結果

時間 計
魚種･個体数

モツゴ １２

ギンブナ ３

オイカワ

ヨンノポリ

４

２

ヌマエビ １

個体数計 ２２

２９．２ ２６．８２８．２ ２７．０２９．２水温

・Ｃ ２９．０ ２８．０ ２６．９ ２６．８２９．２

１３．５７ １３．５７ 9．２６ 6．５８7．８４ＤＯ

１Ｄ０ｌＺ／』 １０．８２ １１．０１ 1０．４９ ８９４ 8．６１

8.08.4 8.0 7.2 7.2ＰＨ

8.08.4 8.0 7.3 7.3

透視度

Ｃ７７Ｚ

ｏｖｅｒ ｏｖｅｒｌｏｖｅｒｌｏｖｅｒ ｏｖｅｒ ｏｖｅｒｏｖｅｒ

ｏｖｅｒｌｏｖｅｒｌｏｖｅｒ ｏｖｅｒ ｏｖｅｒ ｏｖｅｒｏｖｅｒ

－１０－
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図９放流アユの体長組成

表２降下状況調査結果

時間

１０：３０

天気○

採捕魚種

ギンプナ１尾

Ｔ､Ｌ10.3c〃ＢＷ１９９１１４：３０

－１１－



表３調査地点付近の生息魚類相

東京都水産試験場（昭和４８年～５７年）調査地点

上流部

拝島橋

～

二ケ領宿河原堰上

下流部

二ケ領宿河原堰下
～

調布取水堰上

○

○

○

魚種名

ウクイ

アユ

オイカワ

ノ、 クレン

ゴ イ

コ イ

ゲンゴロウプナ

キンブナ

ギンプナ

キンギヨ

タモロコ

モツゴ

タイリクパラタナゴ

ヤリタナゴ

カワムツ

チソフキ

カマツカ

ジ、 ン〈

ﾄﾞヅノヨウ

ンマドジョウ

ウナギ

カムルチー

ナマズ

ヨシノポリ

ウキゴリ

ヵ夕。ヤシ

メダカ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

茨

水 ○
○
○
○
○
○
○魚

○
○

○

２３ ２６
計小

２７

チ
マ チ

ノ、

フ
ゼ

○
○
’
２

汽
水
魚

０
計

、

■
１
Ｊ

ノ

２

計総 ２９
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Ⅵ考察

春先、６～８ｃｍに成長し遡上期を迎えた椎アユか、調布取水所防潮堰を越え、およそ９Km遡

ると二ケ領宿河原堰堤に達する。

堰堤下流部はコンクリート沈床か散在し、それらの間や陰影部は魚類のよい生,息場となって

いる「しかし堰堤前面は河,朱の低下により段差が大きく４０～８０ｃｍの滝落ちとなっており、

アユをはじめとした上流を目差す遡上魚にとって堰体上に上がるのは、ほとんど不可能ではな

いかと,思われる。

更に堰体上面は水深５～１０c腕程度の流れであり、魚道口魚留Dまで遡上魚は人や鳥類等の

害敵にその姿を晒さなくてはならない。
１）

魚道は隔壁間高差が０．４ｍあり、加藤精一によれば、中流域では０２５ｍ以下とし、いかな

る場合でも０．３ｍ以上にしてはならない、としているが、それに反して隔,壁間高差か大きい。

又、魚道内流速は２～３ｍ／sec以上であり、稚アユの突進速度のみならず成魚（ＢＬ１４～
２）

１５ｃｍ程度）の突進速度をも上回っており稚アユかこの魚道を遡上するのは甚だ困難であると

考えられる。

アユ放流による遡上試験結果からも、夜間堰下に降下してしさったと考えられるアユは結局

遡ることができなかったと判断される。一般にアユは湖産・海産・人工種苗の順に遡上傾向が

弱くなると言われている戎)同様に実施した調布取水所防潮堰魚道でのｱﾕ遡上試験では放流
１時間後に１尾再捕され、更に翌日の昼までに数尾再捕されたことを考えると、堰体前面の段

差と魚道内流速、そして隔壁間高差の大きさが影響し遡上できなかったのではないかと推測さ

れる。

遡上状況調査ではモツゴ・オイカワ等の小型魚のみが若干採捕されているか、モツゴにアユ

以上の遡上能力があるとは考えられず、このことから設置した採捕網の網口と隔壁との間に隙

間が生じ、そこから迷入したことも考えられる。

遡上状況調査時流下水量は２３．８ｔ／secと推定されたか、調布取水所防潮堰の月別平均流下

水籔,ら､椎ｱﾕ遡上期においても,5t~20t/鰕度の流下水量があると判断され､魚道
内流速も今回の調査に近い値を示すものと思われる。

降下状況調査ではギンブナ１尾の採捕かあり、一応利用されていることを確認したが、魚道

内の流向・流速が降下魚に疲労等の負担を強いているのではないかと懸念される。更に、前述

のように魚道前の堤体上面は水深が浅く、コイ等の大型魚には適当でない。また、東京側雛段

式固定堰からも越流水深６～１２ｃｍ程度で越水しており、ここからも降下は可能と考えられる

が、下段の堤体上面も水深か同様に浅い。

ム
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以上のことから、二ケ領宿河原堰魚道の問題点は下記のように集約される。

１．河床低下により堤体前面に大きな段差が生じていること。

２．魚道口下流部の堤体上面の水深が浅すぎる。

３．隔壁間高差が大きすぎる。

４．魚道内流速が大きすぎる。

５魚道口に魚を誘導する方策がなされていない。

参考文献

l電源開発株式会社（加藤精一編）、１９７３：魚道設計図集

２．小山長雄、１９７８：アユの生態、中公新書

３．水産庁、１９８２：全国総点検調査（水銀等）報告書

４束京都、１９８３：多摩川における魚道効果調査－１「調布取水所防潮堰魚道」

Ⅶ
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Ⅷ付記

右図に示したように、多摩ﾉ||本流には河口部の調布取水所防潮堰から小作取水堰まで９つの堰堤

が設けられている｡調布取水堰と二ケ領宿河原堰については､昭和５７年と５８年に堰および魚道の

効果調査か行なわれている。のこりの二ケ領上河原堰から小作取水堰までの７つの堰堤及び付設の

魚道については、昭和５８年１２月９日にその実態を調査する機会を得たのでここに併せて付記し

ておく。

堰堤はいずれも何ﾉⅡの全幅にわたるものであり、二ケ領上河原堰と小作堰を除く他の堰堤はすべ

て河床低下により、堤体前面に大さた段差が生じている。また、四谷本宿用水堰、羽村用水堰のよ

うに魚道が付設されていない堰堤もある。更にここには記載しなかった溢鉄橋橋脚の護床工のた

めに大きな段差が生じているところもあった⑪

総体的にみて、８割の堰堤に魚道が付設されている力満

足なものであるとは言えず、むしろ、上流を目指す遡上魚

にとっては極めて悪い環境であり、上流から下流への一方

通行に近く、魚類の生息域を幾条にも寸断していると言え

る。

幹線流路延長１３８Km、流域面積１２４０K㎡の多摩川は

都内で最も長い河川であり、古くから生活及び産業用水利

用やレクリエーションの場としての河川空間の利用等、沿

線住民はもとより広く都民と密接な係わりをもってきた川

である。

さた多摩川は一時期、汚染された都市河川の代名詞にま

で使われたが、最近若干ではあるが回復の兆しを見せはじ

めており、調布取水所防潮堰付近では天然遡上アユも見ら

れるようになってきた。

しかし上流域にはいくつもの遡上困難な堰堤がある。こ

れらはアユに限らず、増水等で押し流された種々の魚類の

遡上をも防げている。

河川の水質浄化が叫ばれて久しいが、河川の物理的な環

境の正常化も生物環境を回復させるために必要であろう。

自然環境を守るための働きかけは単に幼児時代あるいは

過去への郷愁ではなく、自然環境と生物を我々の生活環境

の指標として評価し、未来に向け我々の健全な生活環境を

確保するために必要なことであると考えられる。

⑦
⑥小作取水堰

羽村取水堰

昭和用水堰

日野用水堰

⑤
④

四谷本宿用水堰③

大丸用水堰②

二ケ領上河原堰｡

二ケ領宿河原堰

調布取水所防潮堰

(曰：魚道）
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①堰堤の名称：二ケ領上河原堰

′’目的：農業用水

〃管理者：川崎市多摩区士木事務所

〃位置：川崎市稲毛

〃竣工：昭和２０年６月

堰堤の概要：コンクリート式雛段式直線堰で、堰長４１５ｍ、堰高３６ｍ、左岸に

２６２２ｍの固定堰かあり、右岸側に１３９８ｍの可動堰がある。

魚道は右岸側にあり階段式で、全長６０ｍ、幅員４ｍ、隔壁間高差

０４ｍ、勾配1／１０である。階段数２１で、各々の隔壁には幅２５瓶

深さ０２ｍの切り欠きと、Ｏ２ｘＯ２加の潜孔を交互に設けてある。

プール内水深１０ｍ、プールの長さ２０ｍ、全段には高さ０６，０４

魚道の概要：

×０４ｍの阻柱がある。

二ケ領上河原堰の前景

魚道下より上段を望む－１６－
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③堰堤の名称：大丸用水堰

目的：農業用水

管理者：稲城市市民部産業経済課大丸用水土地改良区

位置：稲城市

コンクリート直線堰堤で堤長３７５８５ｍ、堤高２３ｍ、左岸

より１００６ｍの固定堰、５６．８ｍの可動堰（５門）、５１４ｍの

固定堰そして右岸側に４８．２ｍの可動堰（３門）がある。

堰堤の概要：

魚道は右岸寄りの固定堰と可動堰の間に位置し、階段式で蓼全長

１０２５ｍ、勾配1／４５である。幅員４２，，階段数は６段、隔

壁間高差は上部三段か０４５ｍそれ以下は０３ｍである。また、

各々の隔壁には幅１２２ｍ、深さ１５ｃｍの切り欠きが交互に設け

てある。

プール内の水深は上部二段か０４５ｍ、下２段か０３ｍで、プ

ールの長さ２０ｍであり、阻柱、潜孔はない。

なお昭和５８年１２月９日の調査時には、左岸寄りの可動堰２

門が倒してあり、魚道への通水はなかった。

魚道の概要：

燕

蝉
蕊騨鍬鰯騨ｉｌ
゛･`１，潔・1??,--1`;『9.W．:．$｡:｡:．:､:0:｡);・
■nF■■?■■■TdDdOB5T9●■６０

大丸用水堰前景
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魚道の前景

1３０

(側面図）)(】

4(】

、
の
つ

(平面図）

魚道の構造（単位：c77z）
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四谷本宿用水堰

農業用水

都労働経済局農林水産部農地課士地計画係

国立市保谷

堰堤の名称：

目的：

管理者：

位置：

③

コンクリート造り重力式直線堰堤で堤長１８０ｍ、堤高１．０ｍ

固定堰のみで可動堰はたく堰体前面には十字ブロックが布設して

ある。堰体前面は７０～１００c碗程度の段差かあり流下水は滝落

堰堤の概要：

らしている。

魚道の概要：なし

四谷本宿用水堰前景

－２２－
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④ 日野用水堰

農業用水

日野市生活環境部産業経済課内日野用水改良区

昭島市宮沢町

堰堤の名称：

目的：

管理者：

位置：

コンクリート造り重力式直線堰堤で堤長３１４７ｍ、堰高１２

ｍで、左岸側に２７１ｍの固定堰があり、右岸側に油圧式の可

動堰が三門ある。

なお、堤体前面は河床との段差が大きく、流下水は約８０ｃｍ

程度の滝落ちとなっている。

堰堤の概要：

魚道は右岸側の可動堰の間にあり、雛段型で４段、最下段の

隔壁長は縦１２．２ｍ、横８４ｍである。魚道の最大全長は

１３５ｍで勾配は１／Ｍである。隔壁間高差は０３ｍ、ブール

内水深も０．３ｍで切り欠きはない。プール内には阻柱はたく、

潜孔については確認できなかった。

魚道の概要：

日野用水堰の前景

－２４－



魚道の構造

(平面図）

匠
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(側面図）
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(平面図）
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魚道の構造
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昭和用水堰

農業用水

昭島市市民部経済課内昭和用水土地改良区

昭島市拝島町

⑤堰堤の名称：

〃目的：

〃管理者：

〃位置：

コンクリート造り重力式直線堰堤で堰長３４９．１ｍ､左岸側

に３門の可動堰があり他は固定堰である。

堤体前面には異形ブロックが布設されているか、やはり河

床低下により堤体前面は大きな段差か生じている。

堰堤の概要：
Ｐ

□

魚道は左岸側より堰堤の％あたりに位置し、上部が３段の

雛段式で下部が１０段の階段式の複合型である。

魚道の全長は１４２ｍ、勾配が１／3.5である。雛段型の最

下段の隔壁の長さは従４０ｍ、横５．０ｍであり、隔壁間高差

は０．３ｍ、プール内水深は０．３ｍである。下部の階段魚道は

幅員４０ｍ、隔壁間高差は０３ｍであり､-各々の隔壁には幅

１４ｍ、深さ０．２ｍの切り欠きか交互に設けてある。プール

内の水深は０３ｍ、プールの長さ１ｍであり、プール内に阻

柱はたくまた潜孔もない。

魚道の概要：

』

昭和用水堰の前景

…２０－



魚道の前景

い…
(正面図）

1５０１１１５０

280

4００

1４０
500

200

1００

１４０２６０４０

魚道の構造（単位：ｃ､）
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⑥堰堤の名称：

〃目的：

〃管理者：

〃位置：

羽村取水堰

水道用水

東京都水道局

羽村町

ゴ

堰堤の概要： 左岸側より３９９４ｍの投渡し堰かありそれより右岸側までは

は固定堰か設けられている。

この堰で流下水の９０％以上を取水してしまうため、堰下へ

はほとんど水は流れない。

また以前は魚道として機能させるための施設もあったようで

あるか現在はない。

魚道の概要：なし

羽村取水堰の前景

魚道跡

－３２－
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小作取水堰

水道用水

東京都水道局

羽村町羽

昭和５３年１２月６日

⑦堰堤の名称：

〃目的：

〃管理者：

，，位置：

〃竣工：

‘

コンクリート式直線堤で堤長１９３．１４ｍであり、堤高２．４ｍ

で中央部に士砂吐門１００ｍ１門、洪水吐門２７．５，４門の計５

門の可動堰を設けてある。

堰堤の概要：

烏

魚道は両岸に設けられておりいずれも階段式である。

左岸側魚道は全長３０１ｍ、勾配1／137で階段数９段、幅員

２．５ｍである。隔壁間高差は０２ｍで各々の隔壁には幅０８ｍ、

深さ０２ｍの切り欠きとＯ３ｘ０３ｍの潜孔が交互に設けてある。

プールの長さは２７ｍ、プールの深さは０．８ｍで阻柱はない。

右岸側魚道は全長３５０５ｍ、勾配1／１９５で階段数９段である。

魚道口は流れに対し直角に開いている。その他、プールの規格に

ついては左岸側魚道に同じ。

魚道の概要：

小作取水堰 魚道

－３４－
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